
清
初
旗
地
に
關
す
る
満
文
老
撹
の
記
事

（
下
）

鴛

淵

一

皿
、
天
命
入
年
三
月
四
日
の
記
事

　
　
此
の
記
事
は
次
に
述
る
如
く
、
1
豆
鐸
と
異
な
っ
て
明
瞭
に
菓
旗
の
旗
地
と
し
て
某
々
の
地
を
與
へ
た
と
い
、
幽
や
う
な
書
式
で
な

　
　
い
。
寧
ろ
考
へ
方
に
よ
っ
て
は
、
躍
に
各
旗
の
旗
兵
の
…
部
を
防
備
の
爲
に
移
駐
せ
し
め
丸
に
過
ぎ
ぬ
と
も
言
へ
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
其
の
移
駐
の
際
に
絶
て
そ
の
地
が
或
旗
の
兵
の
工
め
占
嫁
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
や
は
り
之
を
旗
地
の
一
種
と
考
へ
て
も
よ
い
か

　
　
と
思
は
れ
る
の
で
、
此
に
旗
地
に
關
す
る
記
事
と
し
て
述
べ
る
事
に
す
る
。
爾
叉
此
の
記
事
は
他
の
條
と
異
り
、
八
軍
制
個
別
に
記

　
　
さ
れ
す
、
避
難
三
塁
を
大
腱
に
一
括
し
て
藍
旗
、
白
旗
、
戦
旗
，
紅
旗
の
順
に
記
し
て
居
る
の
も
、
或
は
純
然
た
る
甘
地
と
見
倣
す

　
　
べ
か
ら
ざ
る
事
を
示
す
も
の
と
考
へ
る
が
、
渠
之
は
そ
の
地
が
少
か
っ
た
に
よ
る
便
賞
的
の
事
に
よ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ぬ
事
も
な

　
　
い
。
以
下
便
宜
四
旗
に
分
け
て
記
し
て
行
か
う
。

　
1
、
藍
旗
に
間
し
て

　
　
　
　
三
巻
ぎ
蜜
漂
ヨ
ー
1
に
鑛
藍
旗
の
百
馬
出
を
⑳
息
率
み
て
灘
す
。
何
庭
の
地
で
あ
る
か
直
に
既
定
し
得
な
い
。

　
　
　
　
需
．
O
o
占
。
薯
一
1
に
爾
白
旗
・
爾
半
旗
の
四
百
馬
甲
を
巴
薮
ぎ
♪
器
濃
9
Φ
奪
み
て
聾
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
之
は
そ
の
音
の
上
よ
り
し
て
雪
曇
墨
に
當
つ
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
郎
ち
鴨
線
江
の
支
流
の
一
で
あ
る
潮
河
の
上
流

　
　
　
　
清
瀬
旗
、
地
に
關
す
ろ
浦
文
老
樵
の
記
寡
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
二
九
五

（S7）



　
　
　
滞
…
初
儒
｛
漁
一
に
塗
す
る
謹
製
老
中
噺
の
記
寡
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
ナ
三
巷
　
第
二
腱
～
　
　
二
九
六

　
　
　
　
　
　
左
岸
に
記
さ
れ
る
霊
位
城
に
擬
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
此
の
地
ば
天
命
六
年
三
月
歯
面
絡
落
と
前
後
し
て
降
つ
九
城

　
　
　
　
　
　
墨
の
一
で
あ
る
。
（
諺

　
　
貯
護
点
三
1
1
に
正
藍
旗
の
三
牛
棄
を
鐘
白
旗
の
㌶
げ
巳
6
牽
み
て
織
す
。

　
　
　
　
　
　
之
は
音
の
上
よ
り
奉
集
落
に
當
つ
べ
き
事
、
正
の
ω
正
座
紛
々
地
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
藩
陽
の
東
南
・
遼
陽
の

　
　
　
　
　
　
東
北
の
地
で
、
天
命
六
年
三
聖
降
し
た
墨
の
一
で
あ
る
。
（
町
排
）
然
し
天
命
七
年
四
月
に
回
し
は
、
此
の
地
は

　
　
　
　
　
　
正
黄
旗
の
窮
地
と
し
て
見
え
て
居
る
か
ら
，
約
一
年
後
の
八
年
三
月
に
至
り
、
何
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
右
の
如
く

　
　
　
　
　
　
藍
旗
兵
が
駐
屯
す
る
に
至
っ
た
の
で
な
か
ら
う
か
と
想
像
さ
れ
る
。

2
、
白
旗
に
閥
し
て

　
　
σ
身
ぐ
勢
ξ
1
1
に
鐙
白
旗
の
膏
馬
甲
を
ぎ
。
ご
σ
q
σ
身
誌
。
澤
牽
み
て
醸
す
。

　
　
　
　
　
　
之
は
音
の
上
か
ら
し
て
興
京
の
北
方
、
永
陵
の
束
に
記
さ
れ
て
居
る
σ
q
画
巻
ぎ
≦
魯
爽
河
窩
集
の
σ
身
熔
9
｝
益
に
當
つ
べ
き

　
　
　
　
　
　
か
（
懸
、
或
量
京
の
禦
豊
蒼
ぎ
茄
営
農
α
・
｛
書
に
當
つ
べ
き
か
、
何
れ
か
；
で
あ
ら
・
意

　
　
　
　
　
　
は
れ
る
。
思
ふ
に
こ
の
窩
集
と
河
は
隣
接
し
て
居
る
か
ら
、
何
れ
か
が
原
名
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
が
，
満
洲

　
　
　
　
　
　
語
σ
q
…
誘
ぎ
は
「
落
葉
」
の
義
が
あ
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
窩
集
の
方
が
原
名
に
近
い
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
の
際
の
縦
屯

　
　
　
　
　
　
の
地
と
し
て
は
、
寧
ろ
興
言
に
よ
り
近
き
加
恰
汎
に
擬
直
す
る
方
。
か
妥
當
か
と
考
へ
る
。

　
　
競
o
O
由
◎
凄
積
に
粥
白
旗
・
爾
藍
旗
の
四
百
曇
霞
を
薮
夢
9
♪
馨
脹
。
｝
δ
奪
み
て
籍
す
。

　
　
　
　
　
　
之
は
，
ω
の
磁
器
の
項
に
蓮
べ
た
や
う
に
草
蒋
鍛
に
擬
定
す
べ
く
、
可
成
り
廣
い
地
面
で
あ
っ
た
爲
，
爾
白
・
爾
藍
の

（ss）



　
　
　
四
，
旗
よ
の
兵
を
選
ん
で
駐
せ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
か
Q
．

毒
O
Φ
｝
琵
二
ろ
1
1
に
簾
白
旗
の
五
十
馬
甲
を
白
β
ξ
ξ
聾
牽
み
て
慰
す
。

　
　
　
　
　
　
之
は
吉
林
城
の
南
方
の
多
読
亨
雄
途
・
｝
・
・
三
爵
に
當
つ
べ
き
も
の
の
や
・
・
で
あ
る
。
（
毒
但
し
然
・
鷺
二

　
　
　
　
　
　
地
と
可
成
り
か
け
離
れ
て
其
間
何
等
の
蓮
絡
關
係
も
な
い
や
う
に
思
は
れ
、
果
し
て
如
何
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
音
の

　
　
　
　
　
　
上
よ
り
叉
河
名
の
熱
よ
乞
て
、
右
の
響
饗
し
て
差
支
な
い
。
（
叢

　
　
加
圃
3
鹿
ご
a
o
よ
り
σ
q
δ
陰
毛
。
｝
お
1
1
の
間
に
正
白
旗
の
四
僧
衆
を
。
ぎ
す
レ
牽
み
て
貸
す
。

　
　
　
　
　
　
ψ
δ
）
琶
二
五
。
の
・
・
曲
3
・
影
は
π
㈹
正
論
旗
の
項
の
畑
巖
と
宅
地
と
考
へ
ら
れ
、
叉
一
銭
。
は
満
洲
語
「
水
の
澄
明
な
深

　
　
　
　
　
　
淵
」
。
「
兵
の
見
張
り
所
」
の
義
で
あ
る
か
ら
、
蝋
巌
附
近
の
水
邊
、
或
は
蝋
巖
の
屯
所
と
い
．
勘
意
義
に
解
す
べ
き
も
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
　
の
か
と
思
ふ
。
σ
q
δ
影
象
警
。
の
営
。
謬
｝
6
は
満
洲
語
山
坂
の
義
で
あ
る
か
ら
㈹
ご
坂
と
解
す
べ
く
、
紬
巌
附
近
の
地

　
　
　
　
　
　
名
と
解
さ
れ
る
。

3
、
黄
旗
に
關
し
て

　
　
舅
巳
醤
“
に
正
黄
旗
の
百
馬
甲
を
｝
嘗
⑳
亘
首
牽
み
て
慰
す
。

　
　
　
　
　
　
輿
圃
等
に
十
分
擬
還
し
得
べ
き
地
名
を
見
出
し
得
な
い
が
或
は
瞭
廠
城
，
同
士
門
外
の
薩
木
輝
出
砿
嘗
脹
影
節
同
営
に

　
　
　
　
　
　
擬
定
す
べ
き
か
と
寿
へ
る
。
（
二
挑
四
）

　
　
）
・
窪
震
0
1
1
に
譲
黄
旗
の
百
馬
串
を
餌
三
白
釜
牽
み
て
慰
す
．
、

　
　
　
　
　
　
之
は
音
の
上
か
ら
渾
河
の
本
流
た
る
下
旬
河
の
上
面
に
在
る
英
額
城
、
英
額
邊
門
地
方
に
當
て
て
蕪
支
な
い
と
思

　
　
　
清
書
土
地
に
撫
す
ろ
略
文
老
縮
の
記
纂
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
谷
　
第
一
一
號
　
　
二
九
七



清
初
旗
、
地
に
關
す
ろ
羅
文
毫
禰
の
詑
事
（
下
）

　
　
　
　
ふ
。
（
二
拶
四
）

ぎ
ぎ
翼
に
正
黄
旗
の
四
牛
羨
を
縫
黄
旗
の
藍
馨
牽
み
て
煩
す
。

第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
二
九
八

　
　
　
　
　
　
音
の
上
か
ら
害
し
繁
南
方
の
蕩
沿
岸
の
蕩
減
に
響
ら
れ
る
も
の
患
ふ
。
（
町
排
）
天
命
六
年
三
暴
降
し

　
　
　
　
　
　
た
城
墜
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
け
§
辱
）
ζ
慈
毬
同
）
β
1
1
に
爾
紅
旗
・
雨
黄
旗
の
四
百
馬
甲
を
H
⇒
ヨ
2
・
牽
み
て
回
す
。

　
　
　
　
　
　
之
は
脅
の
上
か
ら
し
て
遡
遠
巻
と
謬
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
明
代
遼
東
の
三
三
、
三
三
の
中
に
は
漣
蓬

　
　
　
　
　
　
墜
な
る
も
の
は
見
出
さ
れ
す
、
樹
慮
の
地
な
る
か
明
ら
か
で
な
い
。

4
、
紅
旗
に
回
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
欝
奏
－
葦
壽
ヨ
妻
1
1
に
爾
紅
旗
・
意
業
旗
の
四
百
馬
甲
を
量
6
牽
み
て
点
す
。
箭
項
目
照
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
窪
ヨ
ー
1
に
正
紅
旗
三
牛
景
を
σ
q
象
コ
L
（
ケ
、
嘗
σ
q
】
身
§
牽
み
て
要
す
め

　
　
　
　
　
　
之
は
U
②
の
項
に
も
見
え
る
如
く
鐵
嶺
に
馨
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
く
，
天
命
閥
年
七
月
三
組
の
占
慷
し
た
重
要
地
塵

　
　
　
　
で
あ
る
。
轟
巌
量
晋
窪
記
更
し
あ
る
。
八
面
）

⑳
§
σ
身
右
】
二
）
餌
1
1
に
緬
紅
旗
の
三
牛
飛
を
・
・
導
馨
騎
懇
率
み
て
慰
す
。

　
　
　
　
之
は
松
山
墾
に
あ
た
る
も
の
と
考
へ
る
。
輿
圖
に
よ
れ
ば
、
檜
達
浦
北
岸
、
喰
達
城
の
西
北
に
松
山
墜
あ
り
、
叉
界

　
　
　
　
凡
城
の
北
方
，
渾
河
部
に
呈
出
鍛
工
な
る
名
を
記
し
て
贋
る
。
こ
の
何
れ
か
に
當
つ
べ
き
も
の
と
思
ふ
が
、
そ
の
字

　
　
　
　
音
の
上
よ
り
三
し
、
茎
般
諺
か
ら
長
し
薯
誤
る
べ
き
で
な
い
か
と
考
へ
る
。
（
二
む
四
）



以
上
が
各
旗
に
麗
し
て
個
励
的
に
記
し
た
地
名
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
「
奉
h
2
築
上
U
に
鮎
漁
よ
り
選
揮
せ
る
四
百
馬
堀
を
8
。
ζ
凶

牛
殻
の
盆
亮
牽
み
て
還
す
滋
と
齢
し
て
、
こ
の
記
事
を
終
っ
て
居
る
。
磐
戸
〕
0
9
あ
団
は
亘
④
の
項
に
記
し
た
甘
く
、
十
方
寺
墾
に
當

工
し
然
・
べ
き
地
で
あ
る
。
（
二
耕
巨
．
）

然
ら
ば
右
の
記
事
に
よ
っ
て
、
野
馬
ケ
所
の
地
に
相
當
撒
の
馬
甲
や
牛
条
が
派
渣
さ
れ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
が
果
し
て
嚴
密
な

意
味
に
於
け
る
古
地
の
無
難
で
あ
る
か
は
前
に
三
　
馴
す
る
如
く
疑
問
で
あ
り
、
叉
假
り
に
露
地
で
あ
る
と
し
て
も
、
各
旗
に
就
い
て

記
さ
れ
た
土
地
と
土
地
は
互
に
遠
く
離
れ
て
地
理
的
に
は
そ
の
間
何
等
の
蓮
絡
も
な
い
や
う
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
地
と
地
と
の
間
に

他
門
の
心
地
が
薔
の
ま
ま
に
存
し
て
居
る
と
す
れ
ば
、
旗
地
の
構
成
上
甚
だ
不
可
解
の
も
の
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
こ
の
鮎
か
ら
し

て
或
は
之
は
嚴
密
な
意
味
の
旗
地
で
は
な
く
て
、
一
時
の
便
宜
に
臨
く
防
備
の
爲
に
、
各
旗
よ
り
兵
を
選
抜
し
て
疑
し
た
に
過
ぎ
な

い
の
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
馬
甲
と
繹
し
た
原
語
づ
吋
甑
謬
は
清
文
鑑
巻
八
、
書
類
の
解
に
よ
れ
ば
「
早
期
内
よ
り
選
ん
だ
兵
士
」
と

い
ふ
事
で
あ
り
、
最
後
の
十
方
寺
に
駐
兵
の
項
に
も
「
八
旗
よ
り
繊
諺
9
プ
Φ
（
選
抜
さ
れ
た
る
）
四
百
馬
串
…
…
」
と
あ
る
か
ら
↓
防
備

の
爲
に
特
に
選
抜
さ
れ
た
一
部
の
兵
士
が
夫
々
の
地
に
赴
い
た
と
解
す
る
方
が
よ
い
と
思
は
れ
ろ
。
然
し
一
方
か
ら
す
れ
ば
、
既
に

夫
々
の
旗
の
兵
士
を
新
に
駐
防
せ
し
め
る
以
上
、
そ
の
所
織
の
地
を
以
て
新
な
る
窓
蓋
と
見
徹
し
得
な
い
事
も
な
く
、
特
殊
の
必
要

か
ら
し
て
新
に
與
へ
た
旗
地
と
考
へ
て
差
支
へ
な
い
と
も
雷
へ
る
。
但
そ
の
糞
下
嶺
・
奉
集
墜
等
に
は
他
旗
が
居
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
地
に
別
の
旗
兵
が
赴
い
た
と
す
れ
ば
、
多
少
煩
は
し
い
關
係
も
起
き
た
事
な
る
べ
く
、
殊
に
＋
方
字
墜
の
如
く
八
旗
か
ら

夫
々
兵
士
が
蔑
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
旗
地
と
し
て
は
共
有
と
い
ふ
外
な
く
、
そ
の
鮎
は
草
河
墜
・
通
遠
墜
に
於
て
も
同
じ
く
四
旗

の
共
有
と
解
せ
ら
れ
る
が
、
と
に
角
一
種
過
渡
的
・
便
宜
的
な
慮
置
と
し
て
か
か
る
方
策
が
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
暫
く
旗
地

　
　
清
初
旗
地
に
聾
す
る
満
文
老
嬬
の
記
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
ナ
三
巻
　
第
一
一
號
　
　
二
九
九

（91）



　
　
　
　
　
着
初
旗
堰
に
翻
す
ろ
満
丈
老
声
の
詑
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
一
一
十
三
塗
第
二
號
　
　
三
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
に
關
す
る
記
事
の
一
と
考
へ
、
此
八
年
三
月
の
記
事
を
禦
げ
て
置
く
事
に
す
る
。

押
、
天
命
八
年
六
月
十
入
日
の
記
事
。

　
　
皿
の
記
事
は
一
種
百
態
的
の
も
の
と
し
て
も
、
満
文
老
醗
は
そ
の
後
僅
々
三
ケ
月
な
る
六
月
＋
八
日
に
至
っ
て
吏
に
貴
重
な
る
記
事

　
　
を
示
b
て
居
る
。
そ
れ
は
次
に
蓮
る
如
き
記
事
で
、
妾
、
の
書
式
は
天
命
七
年
四
月
の
條
の
如
き
「
…
…
旗
の
牧
め
ん
幸
す
る
城
…
…
し

　
　
で
も
な
け
れ
ば
、
叉
八
年
三
月
の
條
の
如
く
「
…
…
旗
の
馬
甲
が
…
…
に
醗
す
」
と
い
ふ
の
で
も
な
く
、
躍
に
㎝
、
…
…
旗
に
…
…
の

　
　
　
一
部
し
と
い
ふ
書
き
方
で
あ
る
。
立
っ
て
果
し
て
以
前
の
旗
地
よ
り
新
に
藩
学
し
た
事
㌘
意
味
す
る
の
か
蔓
そ
れ
と
も
別
に
旗
地
を

　
　
與
へ
た
事
を
い
ふ
の
か
，
そ
の
記
事
か
ら
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
然
し
そ
の
内
容
よ
り
し
て
，
話
し
い
地
域
が
次
に
蓮
る
如
く
蕎

　
　
呼
倫
四
部
の
領
域
方
面
、
或
は
終
佳
江
上
流
に
亙
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
以
上
、
そ
の
地
方
が
特
に
廣
大
な
ろ
肥
沃
な
る
土
地
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
い
限
り
、
前
の
旗
地
の
外
に
こ
れ
等
の
地
方
を
も
夫
々
所
領
と
し
て
輿
へ
九
も
の
で
あ
み
と
考
へ
る
の
が
前
門
の
や
フ
で
あ
る
。
そ
　
ω

　
　
れ
に
は
本
稿
最
後
に
遷
る
や
う
な
事
由
が
あ
．
り
は
せ
ぬ
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
そ
の
記
事
に
就
い
て
土
地
を
擬
定
し

　
　
て
み
よ
う
。

　
－
、
鑛
黄
旗

　
　
　
　
｝
色
6
の
ぎ
嘱
肝
q
弓
頭
二
5
登
窯
ぢ
一
δ
は
葉
赫
に
報
蓮
な
く
、
客
一
葵
…
）
・
巴
二
美
言
は
意
謬
す
れ
ば
白
山
・
白
峯
と
な
る
。
然
し
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
騒
始
め
こ
の
方
面
の
地
黒
に
、
葉
赫
の
近
傍
に
か
か
る
名
総
の
山
峯
を
見
寓
し
得
な
い
。
但
、
三
瀬
北
方
の
有
名
な

　
　
　
　
　
　
　
　
禽
間
崖
は
満
文
で
穿
養
陰
琵
二
灸
鑓
と
健
蝉
さ
れ
て
童
話
か
ら
、
之
に
當
為
も
の
と
み
て
も
字
…
鷲
の
上
か
ら
は
肯
て
差

　
　
　
　
　
　
　
　
支
な
い
が
、
果
し
一
し
こ
の
地
を
暴
赫
の
…
…
」
と
一
難
る
か
否
か
、
此
言
か
疑
は
し
い
。
（
匹
3



・
量
マ
雪
景
　
葦
に
よ
れ
ば
、
烏
拉
城
の
東
方
に
於
L
華
山
城
の
肇
に
薯
三
棄
一
聯
赫
農
）
あ
り
、
誓
そ

　
　
　
　
の
東
北
に
要
事
ダ
診
（
塞
赫
雄
山
）
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、
こ
の
何
れ
か
に
當
る
の
で
な
い
か
と
思
．
訟
。
吉
林
逓
志

　
　
　
　
捲
一
輿
地
志
六
由
川
…
に
，
累
累
哩
峰
。
城
東
北
三
十
里
。
と
あ
り
、
又
、
塞
赫
哩
山
。
城
東
北
一
百
二
十
里
。

　
　
　
　
炉
／

　
　
　
　
周
十
里
。
と
あ
る
の
が
、
急
劇
履
の
二
地
に
撮
る
の
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
に
し
て
は
こ
の
條
他
の
地
名
と
は
な
れ

　
　
　
　
す
ぎ
る
感
あ
り
、
葉
赫
方
爾
に
求
む
べ
き
で
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
へ
後
蓮
）

喜
量
・
塗
輿
興
鷹
緋
）
に
古
豪
城
の
東
方
に
三
っ
て
記
さ
些
し
居
る
奈
の
雅
需
を
指
す
も
の
と
思
ふ
。
鼻
・
は
水

　
　
　
　
の
義
で
、
此
で
は
河
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
て
男
茎
な
か
ら
・
。
吉
楚
志
諮
二
輿
地
志
叶
、
凶
川
六
に
、
赫

　
　
　
　
爾
蘇
河
の
震
源
に
、
大
鷲
山
河
。
蕎
．
蔀
雅
喰
河
。
因
甚
高
濟
格
雅
恰
河
。
贅
．
郵
別
之
。
．
郵
大
也
。
の

　
　
　
　
肉
詰
格
小
也
。
と
記
し
て
隠
る
娘
く
，
こ
の
大
小
雅
恰
湛
は
赫
爾
赤
城
の
東
方
を
南
か
ら
北
に
向
っ
て
流
れ
て
、
西
　
ω

　
　
　
　
方
に
於
て
北
流
す
る
実
写
吉
海
と
合
流
す
る
事
が
、
輿
圃
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。

ゴ
芸
芝
繁
・
ふ
迄
も
脊
損
蒲
・
恰
磯
の
恰
達
で
あ
る
。
輿
興
障
排
）
で
は
界
凡
城
の
北
畜
當
2
・
比
較
的
導

　
　
　
　
記
さ
れ
て
居
る
。

三
昏
邑
魯
よ
り
彼
方
蕊
・
・
に
向
漏
し
1
1
三
・
・
身
重
は
輿
圖
ハ
岡
部
）
に
葉
赫
城
の
東
方
、
恰
義
の
東
北
に
當
っ
て
記

　
　
　
　
さ
れ
る
¢
剛
量
勢
菅
烏
嘗
試
由
に
篭
る
も
の
と
思
ふ
。
諺
。
圃
鴨
魯
は
満
洲
語
「
頸
」
の
義
で
あ
る
が
、
或
は
由
鍍
の
義
で

　
　
　
　
あ
る
露
⑦
陥
箪
6
と
同
類
の
語
と
見
得
る
で
は
な
か
ら
う
か
。
吉
林
通
志
謄
一
伊
通
州
の
條
に
、
鳥
噌
哩
田
。
在
州
境
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
／

　
　
　
　
距
吉
林
城
西
南
四
百
七
十
里
。
高
三
里
燭
三
十
里
。
烏
噌
哩
河
震
源
於
此
。
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
ら
う
。
叉
回
興
。

溝
初
旗
、
地
に
醸
す
ろ
二
丈
老
来
の
油
日
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
絵
第
ご
號
　
　
三
〇
一



　
　
　
清
黒
旗
地
に
關
す
旗
乱
文
毫
纈
Φ
記
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
鎮
二
號
　
　
三
〇
二

　
　
　
　
　
　
は
輿
興
陀
鐸
）
の
罐
河
、
讐
城
の
北
方
に
聾
発
勒
克
出
琴
・
一
巨
當
る
も
の
意
ふ
。
吉
麺
志
峰

　
　
　
　
　
　
に
、
拉
克
由
。
城
西
北
四
百
一
ナ
ニ
里
。
高
二
里
蝕
。
周
百
扁
虻
。
と
あ
㌃
の
が
之
で
あ
ら
う
。
禽
附
圏
の
伊
逓
州

　
　
　
　
　
　
圃
に
は
、
南
通
弼
の
北
四
＋
面
争
に
勒
克
山
を
認
め
て
あ
る
。
然
る
時
こ
の
項
は
烏
噌
哩
山
よ
り
渉
、
の
東
北
勒
克
由

　
　
　
　
　
　
に
か
け
た
｝
帯
の
地
方
と
い
、
幽
意
味
に
解
し
得
る
で
あ
ら
う
。

　
　
お
に
よ
れ
ば
こ
の
旗
地
は
大
豆
恰
達
の
東
北
方
、
葉
赫
の
東
方
地
鼠
に
あ
る
も
の
と
見
て
蕪
支
な
い
。
但
し
、
。
。
o
ぎ
ユ
の
み
鈴
り

に
懸
け
離
れ
旧
し
居
る
響
、
漆
、
の
聞
倦
述
る
正
紅
旗
の
農
が
あ
る
の
縫
だ
解
し
難
い
。
そ
の
饗
り
す
れ
ば
、
吉
楚
志
禮

　
に
前
蓮
と
は
別
に
、
画
讃
哩
山
。
城
酉
南
四
百
蝕
里
。
高
一
里
餓
。
と
言
っ
て
居
る
の
が
、
輿
圏
に
は
示
さ
れ
て
贋
な
い
が
、
全
艦

的
に
み
て
安
當
の
や
う
で
あ
る
か
ら
、
或
は
赫
廊
廟
河
の
上
帝
由
地
を
指
す
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る
。
と
に
か
く
蕉
の
哩
達
と
葉
赫

　
と
を
中
心
に
し
た
一
地
続
と
考
へ
て
よ
い
。
、

2
、
正
黄
旗

　
　
｝
）
o
ぎ
二
影
魯
艶
よ
り
彼
方
…
・
：
H
影
。
ぎ
回
ほ
満
洲
語
肩
の
義
で
あ
る
か
ら
，
由
の
中
腹
以
上
の
地
を
意
味
す
る
も
の
か
、
と

　
　
　
　
　
　
思
ふ
が
、
此
で
は
軍
に
瞬
有
名
詞
の
如
く
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
σ
c
ひ
§
に
當
る
地
名
は
輿
圏
に
な
い
が
、
吉
林
通

　
　
　
　
　
　
志
隆
に
，
博
屯
2
作
榑
警
由
。
城
颪
韮
製
粉
・
高
鷲
歩
。
燭
三
＋
里
9
と
あ
る
博
屯
山
に
當
る
も
の
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
．
／

　
　
　
　
　
　
ば
、
吉
林
の
西
北
で
烏
亀
城
の
酉
方
の
山
に
で
も
當
つ
べ
ぎ
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
（
シ
？
っ
3
ご
叢
㍗
ご
β
誓
よ
り
後
方
…
縫
之
は
一
蓮
の
地
名
と
兇
荒
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
∋
o
悪
（
ゾ
3
養
繋
魂
あ
る
ヨ
岩
二
岱
、

　
　
　
　
　
　
富
者
と
解
す
る
時
、
何
か
由
緒
あ
る
地
名
ら
し
い
が
、
輿
麟
に
も
吉
林
麺
志
に
も
見
嵩
さ
れ
な
い
。

（・　｛　一〇



　
　
§
薯
ぎ
芝
も
輿
野
卑
ん
な
い
，
然
し
森
逓
志
理
、
彊
城
上
、
轟
の
讐
、
正
西
距
城
雪
目
＋
董
。
豪

　
　
　
　
　
　
屯
と
あ
り
，
吉
林
府
岡
に
よ
れ
ば
吉
林
城
の
西
南
に
あ
た
り
、
蒐
登
靖
（
。
・
①
a
①
昌
σ
q
壼
き
毒
）
の
西
南
三
＋
里
位
の
所

　
　
　
　
　
　
に
、
馬
持
屯
を
記
し
て
贋
る
も
の
に
、
關
係
あ
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
。
げ
。
は
他
の
例
に
於
て
も
見
る
や
う
に
「
河
」

　
　
　
　
　
　
の
字
音
で
あ
る
か
ら
、
影
㌣
σ
q
ぢ
飴
煮
ち
馬
家
の
河
の
義
で
、
馬
要
尺
の
側
を
流
れ
ひ
河
を
指
す
も
の
か
と
考
へ
る
。
吉

　
　
　
　
　
　
林
府
圏
に
よ
れ
ば
馬
家
並
は
伊
勒
椚
河
の
束
、
蘇
総
締
の
土
流
の
所
に
記
さ
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
薩
倫
河
の
束
の
伊

　
　
　
　
　
　
拉
欝
或
筆
の
附
近
の
需
に
で
も
饗
さ
ゑ
・
薯
の
か
と
想
像
す
る
。
（
三
排
三
参
照
）

　
　
・
ぎ
・
鮭
鱒
叢
ハ
里
諺
に
よ
れ
ば
、
重
出
の
西
北
に
凶
ぎ
尋
】
冒
旨
（
鶴
蔭
言
巴
と
あ
る
の
が
、
之

　
　
　
　
　
　
に
漏
る
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
乃
ち
吉
林
通
志
憾
「
の
　
伊
蘭
穆
恰
蓮
由
。
城
西
南
四
百
里
。
三
峰
並
峙
。
高
八
＋
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
　
　
　
　
歩
。
規
…
董
。
拉
二
河
獲
源
於
此
。
と
あ
る
山
で
あ
る
事
疑
な
く
、
一
】
讐
は
三
鶴
田
μ
9
ξ
2
臼
は
毬
・
圓
の
義
で
三
峰

　
　
　
　
　
　
鼎
座
し
て
居
る
歌
起
困
ん
だ
名
で
あ
ら
う
。

　
　
右
に
よ
れ
ば
初
め
の
二
個
所
が
不
明
な
爲
、
明
確
な
地
域
は
分
ら
な
い
が
、
大
艦
載
獲
西
北
の
伊
蘭
笹
野
蓮
山
の
邊
か
ら
西
北
薩

　
倫
河
に
か
け
、
更
に
そ
の
北
方
地
趨
に
細
長
く
存
し
た
一
地
方
の
や
う
に
解
せ
ら
れ
る
。
薩
倫
河
の
東
方
の
蒐
登
・
緩
喰
は
次
の
正
紅

　
旗
地
内
に
在
り
、
薩
倫
洞
は
細
行
旗
地
内
に
在
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
南
北
に
細
長
い
地
騒
の
如
く
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

3
、
正
紅
旗
・

　
　
ζ
智
ご
1
1
不
明
．
．

　
　
・
曇
黄
異
言
塁
置
付
の
爾
に
昊
・
馨
警
ξ
ぎ
・
・
差
脚
る
も
の
意
ふ
。
吉
楚
轟
二
輿
地
聾

　
　
　
漕
初
旗
、
地
に
關
す
ろ
髄
文
予
土
の
溌
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
三



清
初
回
地
に
写
す
る
瀧
文
老
蠣
の
詑
曝
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋼
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
四

　
　
　
散
髪
の
項
、
緩
恰
城
に
「
城
．
西
五
＋
里
。
周
一
里
…
－
こ
と
記
す
の
も
必
ず
や
こ
の
城
の
事
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

歪
2
藁
曼
蚕
に
謬
城
の
嘉
に
書
套
言
毎
一
晃
欝
と
記
ざ
れ
る
あ
に
當
る
と
思
・
勘
。
吉
林
通
志
鐙

　
　
　
　
輿
地
志
三
藤
城
上
、
屯
鎭
の
條
に
　
正
西
語
距
城
六
十
里
葡
蒐
二
河
屯
。
西
北
盗
難
城
山
ハ
李
里
腰
蒐
登
河
屯
。
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衰

　
　
　
　
六
里
後
輿
嚢
滑
屯
．
．
と
記
さ
れ
る
三
の
蒐
登
繋
累
と
い
ふ
の
は
恐
ら
く
右
と
機
翼
あ
．
る
も
の
な
る
べ
く
、
吉
林
府
國

　
　
　
　
に
は
吉
林
の
西
方
に
盲
暦
靖
を
記
し
て
選
る
。
㈹
の
琶
㌣
α
q
一
岩
由
。
よ
り
東
方
に
在
っ
て
極
め
て
接
近
し
て
贋
た
土

　
　
　
　
地
の
や
う
で
あ
る
。

h
郎
亜
）
・
骸
創
9
三
組
牲
よ
り
東
…
一
撃
σ
q
言
訳
は
「
鹿
の
毛
皮
」
の
義
で
あ
る
が
、
寧
ろ
紅
、
赤
の
旨
多
書
副
に
因
ん
だ
語
で
あ

　
　
　
　
む
、
鏑
σ
篠
懸
は
峠
の
義
で
あ
る
か
ら
、
岩
山
、
製
出
を
指
す
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
輿
圖
、
吉
林
通
志
に
見
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
事
を
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

書
蓉
よ
り
酉
一
曹
興
彫
耕
）
に
よ
れ
ば
、
英
一
驚
門
外
信
念
に
・
琶
蔭
量
碁
・
霧
阿
膏
と
い
ふ
由
が
あ

　
　
　
　
・
。
之
は
吉
楚
志
燈
に
鑑
州
需
と
髪
L
、
蟹
江
。
顎
罧
城
藷
吾
蟹
。
・
記
髪
し
居
・
霧
阿

　
　
　
　
爵
に
馨
り
、
叉
溺
に
蓬
揚
阿
嶺
と
し
て
同
機
の
記
事
を
記
し
て
居
る
の
と
も
相
當
る
の
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
れ
等
の

　
　
　
　
縫
揚
阿
由
が
此
の
項
目
の
〔
5
．
罫
書
節
に
當
る
と
す
れ
ば
、
吉
林
城
か
ら
非
常
に
遠
隔
の
地
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
西

　
　
　
　
と
い
ふ
事
ぽ
、
到
底
吉
林
城
よ
り
僅
か
五
六
十
里
の
酉
に
懸
る
単
解
・
蒐
登
等
の
地
と
の
蘭
係
に
於
て
承
服
し
か
ね

　
　
　
　
る
所
で
あ
る
。
貯
蒔
冒
甑
（
副
筈
謎
弓
の
次
に
あ
る
「
よ
り
東
」
の
語
が
緩
恰
・
蒐
登
に
か
か
る
も
の
と
す
れ
ば
俺
更
の

　
　
　
事
、
か
か
ら
ぬ
に
し
て
も
島
p
・
膨
茜
撃
が
か
く
の
如
く
西
に
在
っ
て
夏
に
そ
の
西
方
と
い
ふ
事
に
な
れ
ば
、
全
く
そ



　
　
　
　
の
驕
楽
は
縄
た
れ
線
故
が
な
く
な
る
事
と
な
る
。
然
る
時
は
こ
の
地
は
吉
林
城
附
近
或
は
そ
の
東
方
に
求
む
べ
き
が

　
　
　
　
要
惜
繊
の
や
う
で
あ
る
が
、
今
方
ハ
圏
・
血
口
論
逓
志
等
に
見
雌
†
事
を
得
な
い
。

σ・G
囁
古
携
課
岩
蟹
は
れ
る
。
然
し
士
罧
通
志
蜷
二
輿
地
志
計
城
池
の
讐
よ
れ
ば
、
吉
林
を
忠
と
し
て
古
城
は

　
　
　
　
相
沓
田
多
撒
記
さ
れ
る
に
か
か
は
ら
す
、
輿
付
に
は
少
し
も
記
さ
れ
す
、
僅
か
に
恰
達
の
東
方
に
一
つ
記
さ
れ
て
居
る

　
　
　
　
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
地
は
曾
）
・
磐
α
。
σ
Q
⇔
よ
り
西
…
と
い
ふ
黙
に
穿
て
は
當
ら
ぬ
で
も
な
い
が
、
然
る
時
は
愈
弛
緩
恰
・
菟

　
　
　
　
登
と
離
れ
す
ぎ
て
何
等
の
關
係
も
認
め
得
な
い
か
ら
、
此
の
地
と
解
す
る
事
は
禺
來
ぬ
。
寧
ろ
吉
林
城
東
北
の
嘗
窄

　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
田
城
か
、
吉
林
麺
志
に
見
え
る
城
北
八
十
四
里
，
城
西
南
五
十
里
、
等
と
記
さ
れ
る
古
城
か
に
擬
定
す
べ
き
で
な
い

　
　
　
　
か
と
考
へ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

薯
同
宕
不
明
・
満
洲
語
と
し
て
は
車
輪
と
か
環
と
か
方
形
の
文
幽
い
つ
た
意
味
霧
っ
て
居
る
が
・
地
名
と
し
て
擬
定
ω

　
　
　
　
す
る
所
寛
妬
し
得
な
い
。
輿
興
鷹
排
）
に
清
義
の
東
に
ε
喜
げ
晒
・
髭
壷
焼
が
あ
る
が
、
こ
の
地
と
籔

　
　
　
　
　
　
底
考
へ
ら
れ
な
い
や
う
で
あ
る
。
　
『

　
　
以
上
蓮
る
如
く
正
紅
適
地
は
、
不
明
の
地
名
多
く
確
た
る
事
を
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
蒐
登
や
繧
恰
の
地
か
ら
考
へ
て
大
膿

　
吉
林
を
中
心
と
し
た
一
地
歴
で
な
い
か
と
推
測
す
る
の
が
穏
當
の
や
う
で
あ
る
。
前
信
の
追
腹
旗
の
東
北
に
當
っ
て
分
輿
さ
れ
た
一

　
地
騨
随
と
考
へ
た
い
0

4
、
三
三
旗

　
　
　
9
・
げ
号
賦
よ
り
西
、
o
げ
Φ
窪
鐸
よ
の
東
…
目
若
し
初
め
の
9
・
げ
爵
風
が
萬
暦
四
十
七
年
明
の
具
縫
の
軍
が
太
肌
の
爲
に
敗
ら
れ
た

　
　
　
淡
初
旗
地
に
關
す
る
満
文
老
子
の
記
纂
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
〇
五



　
　
　
清
初
夏
、
軸
唱
に
㎜
伸
す
ろ
灘
文
老
棚
轍
の
認
纂
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
算
一
一
十
一
郷
軍
　
　
第
二
號
　
　
　
一
二
〇
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
と
い
ふ
阿
布
達
哩
岡
自
・
σ
O
鶏
晒
鋤
】
簿
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
終
佳
江
の
上
流
、
棟
那
河
の
北
方
の
地
で
な
け
れ
ば
な

　　

@　

@　

@
暮
い
・
而
・
て
輿
塁
排
）
に
は
・
れ
・
り
外
に
・
の
名
な
勉
森
通
志
に
は
意
・
癒
名
を
蚤
し
得
な

　
　
　
　
　
　
　
い
。
然
ら
ば
此
の
地
は
同
じ
邊
落
雷
で
も
す
っ
と
南
方
の
地
で
あ
り
、
蘭
三
旗
が
賊
虐
四
部
の
蕗
地
に
驕
係
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
と
可
成
り
縁
遠
い
感
が
あ
る
が
、
朝
鮮
に
封
ず
る
關
係
か
ら
し
て
、
此
方
面
に
一
旗
の
地
を
輿
へ
防
備
せ
し
め
た
と

　
　
　
　
　
　
　
解
す
べ
き
で
あ
る
ま
い
か
。
叉
魯
①
饗
冨
と
い
ふ
地
名
は
輿
圏
、
吉
林
通
志
等
に
見
當
ら
ぬ
が
、
若
し
菩
⊆
鼠
が
冶

　
　
　
　
　
　
　
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
西
方
で
淺
篇
附
近
に
迫
る
邊
で
あ
り
、
或
は
緩
陽
墾
を
意
澤
し
て
辮
し
た
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。

　
　
　
含
謎
よ
り
後
方
暴
ζ
含
H
旨
路
β
よ
り
彼
方
…
“
こ
の
爾
地
名
共
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
誉
彪
σ
q
ぞ
馨
冨
（
鉾
に
至
る
迄
1
1
こ
の
名
は
ω
に
も
出
て
二
九
が
同
地
で
あ
る
や
疑
は
し
い
。
星
点
巽
東
北
方
の
爾
間
崖
と
す
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
、
興
京
そ
の
他
の
地
瞳
が
介
在
す
る
事
と
な
り
、
他
旗
と
の
黒
黒
上
賛
成
し
か
ね
る
。
や
は
O
阿
謝
達
哩
岡
に

　
　
　
　
　
　
　
近
く
、
終
佳
江
の
上
流
方
面
に
求
む
べ
き
で
な
か
ら
う
か
。

　
　
以
上
簸
紅
三
々
地
は
黒
旗
に
比
℃
て
最
も
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
の
筈
薮
臥
が
柊
佳
江
上
流
地
方
で
あ
る
と
書
ひ
得
る
な
ら
ば
、

　
恐
ら
く
先
に
翼
果
部
（
叢
那
）
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
柊
佳
江
上
露
地
を
大
禮
そ
の
地
域
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
旗
を
域
て
南
方
朝
鮮
に

　
鋤
す
る
守
り
に
備
へ
た
も
の
で
な
い
か
と
考
へ
る
。

δ
，
簸
藍
旗

　
　
　
＆
σ
藁
q
箸
】
へ
評
三
界
曽
仲
三
）
曲
嚢
篇
β
よ
り
披
方
…
・
昼
こ
の
二
地
も
不
明
で
あ
る
。
鱗
三
〇
は
満
洲
語
路
、
省
の
義
で
あ
る
か
ら
、
何
慮



　
　
　
　
か
に
在
っ
た
路
と
、
σ
凶
お
馨
は
小
川
の
義
で
あ
る
か
ら
、
一
の
川
名
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
事
に
は
違
ひ
な
い
が
、

　
　
　
　
梅
圃
に
見
當
ら
な
い
。
次
に
出
て
翻
る
地
名
と
の
閣
係
か
ら
し
て
、
吉
林
城
の
附
近
と
思
は
れ
る
の
み
で
あ
る
。

邑
§
i
輿
興
　
藝
に
吉
林
城
筈
方
に
奮
、
馨
繁
り
も
誓
曹
位
す
る
鷹
嶺
、
薩
繍
の
名
に
因
む
も
の
と

　
　
　
　
解
せ
ら
れ
る
。
吉
楚
志
燈
に
、
鷹
嶺
。
纏
青
二
壷
。
と
あ
り
、
同
哩
出
五
に
、
穆
勒
椚
河
。
既

　
　
　
　
受
蘇
斡
延
河
北
流
Q
折
丁
東
灘
蓮
柁
泡
屯
北
。
薩
拉
河
馬
南
來
入
…
…
」
の
注
に
、
薩
拉
滑
…
日
薩
龍
。
今
臼
禽
路

　
　
　
　
臨
月
，
昔
近
致
託
也
と
し
て
上
流
は
呼
魚
田
よ
り
繊
つ
る
事
を
記
し
て
贋
る
所
の
薩
拉
河
、
薩
龍
河
即
ち
禽
路
河
と
い

　
　
　
　
ふ
の
は
薩
倫
河
を
指
す
も
の
と
思
ふ
。
故
に
此
に
所
・
謂
邑
三
φ
は
右
の
嶺
と
河
の
中
間
邊
の
地
名
と
見
る
事
が
患
來

　
　
　
　
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆
、

塗
芝
も
翻
単
二
ぬ
が
・
吉
林
懇
隆
の
桂
児
彰
嶺
・
城
璽
阜
里
・
と
あ
る
あ
に
写
る
も
の
で
な
か
一
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
ノ

　
　
　
　
か
。
然
る
時
は
電
導
嶺
の
稻
東
方
に
在
り
、
纏
恰
城
と
の
中
間
に
在
っ
た
土
地
と
考
へ
得
る
わ
け
で
あ
る
。

喜
芝
籔
興
賑
挑
》
屯
欝
の
東
南
に
誓
位
す
2
昌
婁
琶
呼
珠
轡
あ
砦
で
あ
ら
う
か
。
蘇
瓦
延
河
の

　
　
　
　
仁
方
に
在
り
、
前
の
薩
倫
よ
り
西
北
に
翫
っ
て
位
置
す
る
わ
け
で
あ
る
。
吉
林
通
志
倦
一
に
、
瑚
珠
嶺
。
城
西
二
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
／

　
　
　
　
二
十
里
。
と
記
し
て
居
る
瑚
珠
嶺
も
之
を
指
す
も
の
で
あ
ら
う
。

考
選
二
暑
↓
α
・
・
ほ
山
の
尾
根
、
加
背
の
義
で
あ
る
か
ら
岡
と
解
毒
L
よ
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
名
は
輿
興
賑
排
）
の

　
　
　
　
ψ
妻
・
塁
睾
彰
猛
毒
蘇
瓦
延
岡
に
擬
聴
し
得
る
。
或
は
此
か
ら
流
れ
出
る
河
に
鐙
ジ
・
塁
導
電
曲
鑓
あ
り
、
そ
の
左
岸
に

　
　
　
　
。
・
∬
≦
簿
）
．
谷
0
9
熔
①
営
毒
男
瓦
延
鮎
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
指
す
も
の
と
み
て
も
大
し
て
誤
り
は
な
か
ら
う
。
何
れ
も
飾

・
清
白
沢
地
に
關
棚
す
る
棚
文
舟
遊
の
記
露
郡
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
三
総
｝
第
二
號
　
　
訟
…
〇
七



　
三
囲
賦
碁
蝕
「
o
娼
よ
り
彰
。
屠
。
蔓
に
向
っ
て
三
戸
三
此
…
部
分
。
襲
琶
ご
㌶
碁
隻
§
は
麟
…
に
ω
の
鑛
黄
旗
の
條
に
見
え
た
所
の
地
名

　
　
　
　
　
で
あ
る
。
師
ち
葉
赫
の
東
方
の
烏
噌
哩
蜘
を
鴬
ふ
も
の
で
あ
ら
、
フ
。
響
2
0
｝
膏
は
不
明
で
あ
る
。
後
の
郎
ご
賞
も
三
言

　
　
　
　
　
彰
Φ
曽
嵩
と
關
…
係
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
全
膿
と
し
て
梅
里
～
の
地
痙
を
指
す
か
は
っ
き
⇔
、
し
な
い
。

右
の
如
く
で
あ
る
か
ら
こ
の
旗
地
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
鐘
、
追
駆
の
東
南
に
接
し
、
最
も
蓬
麟
に
接
近
し
て
居
た
篠
り
廣

6

’る斜
正。め窺鎧　蕪建

謹籏
量
．

娼

滴
鶏
旗
、
地
に
闘
す
み
滋
無
言
纈
の
記
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏
，
一
．
…
ナ
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
〇
八

　
　
　
　
記
の
墨
黒
嶺
の
東
南
に
興
る
地
で
、
吉
林
逓
志
懸
　
に
、
蘇
斡
延
岡
。
城
四
二
臼
六
十
九
里
。
周
滋
餓
里
。
と
記
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
て
屠
る
の
も
、
右
の
蘇
瓦
延
岡
に
當
る
も
の
と
考
へ
る
ρ

一
　
　
ξ
号
巽
不
明
。

琶
§
こ
の
宮
阜
国
見
峯
著
い
が
、
㈹
で
蓮
べ
奇
の
趨
（
赫
）
に
昊
・
・
ぎ
葺
誉
；
扁
一
属
覆
難

　
　
　
　
出
と
記
さ
れ
る
も
の
に
興
る
と
は
考
へ
み
れ
な
い
だ
ら
う
か
。
前
記
の
如
く
吉
林
通
志
倦
一
に
よ
る
と
、
伊
蘭
穆
瞼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
／
r

　
　
　
　
蓮
由
。
城
西
南
四
百
里
。
三
厘
場
爵
。
高
八
十
歩
。
周
二
里
。
拉
析
栂
嚢
源
於
此
。
と
記
し
て
居
る
。
そ
の
三
つ
の

　
　
　
　
由
察
と
い
ふ
所
は
よ
く
一
致
す
る
事
で
あ
り
、
叉
そ
の
位
置
も
薩
倫
嶺
の
東
南
地
方
に
當
O
、
こ
の
位
地
と
し
て
肯

　
　
　
・
て
差
支
な
い
と
思
ふ
。
然
る
勝
は
正
黄
勝
地
と
此
方
面
で
相
接
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

上
の
如
く
で
あ
．
れ
ば
、
此
の
軍
事
旗
亭
は
耕
屯
邊
門
の
東
南
の
地
よ
り
す
っ
と
東
南
に
か
け
て
、
銃
続
・
距
黄
二
旗
の
西
方
に

に
存
し
九
も
の
と
考
へ
得
る
。
之
も
地
域
と
し
て
は
細
長
い
も
の
と
な
る
が
、
何
か
の
都
合
で
か
く
な
2
μ
も
の
と
想
像
さ
れ

（エoo）



　
く
な
い
地
域
で
あ
「
つ
た
か
と
想
像
諏
、
・
れ
る
。

7
、
正
自
旗

　
　
ε
ヨ
窪
の
［
口
よ
り
後
方
、
ξ
o
？
σ
q
門
鑑
霧
の
海
よ
り
割
方
…
髄
鞘
國
蕪
排
）
に
よ
れ
ば
英
日
射
門
の
東
南
に
當
っ
て
ξ
。
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
リ
ド
　
　
・

　
　
　
　
　
　
5
9
［
諜
毒
ご
h
暴
遠
狐
山
河
が
記
毒
ψ
れ
て
居
る
“
こ
れ
が
此
に
見
え
る
所
の
も
の
と
考
へ
る
。
又
ぎ
爵
魯
の
｝
　
～
と
あ
る

　
　
　
　
　
　
の
は
、
恐
ら
≦
玉
章
き
網
曳
ぜ
謹
す
る
も
の
で
、
灘
（
董
に
よ
れ
ば
結
城
の
西
恋
一
屯
河
の
酉

　
　
　
　
　
　
あ
る
河
と
な
っ
て
盗
る
も
の
に
當
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
前
記
の
ξ
o
（
）
黄
鼠
糞
・
同
二
）
…
養
が
東
北
流
し
て
輝
嚢
城
の
北

　
　
　
　
　
　
に
及
ぶ
峙
、
こ
の
ε
ヨ
o
p
じ
入
麺
が
北
流
し
て
合
流
す
る
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
の
爾
地
名
よ
り
し
て
、
こ
の
河
の
間
の

　
　
　
　
　
　
地
方
を
含
む
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
ユ
、
の
圓
謂
演
よ
り
後
方
、
遼
孤
山
河
よ
り
前
方
と
い
．
沖
の
も
、
圖
摺
河
の
北
、
　
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
遼
孤
由
河
の
南
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
河
に
黒
ま
れ
た
地
軸
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
輝
登
城
方
．
藤
も
入

　
　
　
　
　
　
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
ぴ
9
§
の
α
9
お
；
琶
お
ご
よ
り
此
方
…
σ
9
§
は
②
即
位
旗
の
項
に
蓮
べ
た
吉
林
の
酉
北
二
百
里
に
在
る
博
屯
山
で
あ
ら
う

　
　
　
　
　
　
か
。
飯
⇔
鍾
密
緯
窪
は
そ
の
博
屯
由
の
一
部
門
由
峰
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
。
3
蔭
は
満
洲
語
　
，
彼
方
．
、
あ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
ら
」
の
義
で
あ
る
が
、
此
で
は
9
亜
ヨ
。
晒
「
窪
と
し
て
画
有
名
詞
と
見
徹
す
方
が
よ
か
ら
う
。
然
し
前
條
に
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
ε
日
。
♪
回
圃
｝
δ
？
讐
－
澄
p
烹
毒
が
供
に
輝
農
城
の
騰
乃
至
西
南
の
地
と
す
れ
ば
、
こ
れ
で
は
餓
り
に
北
に
離
れ
す
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
慈
が
あ
り
，
果
し
て
右
の
如
き
9
ぎ
副
と
解
し
得
る
か
疑
は
し
い
。
或
は
ξ
o
？
磐
振
霧
σ
ぎ
　
の
附
近
に
求
む
べ

　
　
　
　
　
　
き
地
名
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
浩
初
旗
地
に
闘
す
る
漏
路
老
縮
の
記
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
ニ
ナ
三
惑
　
第
二
號
　
　
三
〇
九

蝋



　
　
　
清
高
旗
師
に
關
す
る
斑
文
黒
鼠
φ
記
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
第
二
號
　
　
三
一
〇

　
　
　
〔
匿
萎
ヨ
三
乾
ぴ
、
旨
に
向
っ
て
…
聾
之
も
不
明
で
あ
る
が
、
鶴
に
翻
蓮
の
如
く
此
の
旗
の
他
の
土
地
が
擬
定
さ
れ
る
時
、
此
地

　
　
　
　
　
　
　
名
も
書
芸
城
近
傍
に
求
め
る
の
が
愛
當
で
あ
ら
う
か
。
仲
鍵
｝
5
は
虎
彰
三
乱
凶
｝
・
影
は
毬
、
圓
の
義
で
、
恐
ら
く
由
名
と

　
　
　
　
　
　
　
解
さ
れ
る
。

　
　
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
正
白
旗
々
地
は
大
膿
輝
獲
の
西
、
四
南
方
醸
に
於
て
、
英
額
竜
門
東
南
方
言
迄
横
は
つ
た
地
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
で
あ
り
、
そ
の
南
に
羅
紅
旗
々
地
が
連
つ
た
も
の
と
解
す
．
る
の
で
あ
る
。

8
、
鑛
白
旗

　
　
　
ヨ
診
葺
巴
三
舞
β
よ
り
此
方
匿
】
雪
に
至
る
迄
一
1
④
篤
紅
旗
の
條
に
喜
べ
九
如
く
筥
診
・
・
ぎ
回
首
書
ζ
は
不
明
で
あ
る
が
、
或

　
　
　
　
　
　
　
は
終
佳
江
上
源
に
近
い
方
面
の
郎
峰
・
を
指
す
も
の
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
下
畑
⇔
罷
は
呼
蘭
と
い
・
幽
漢
字
に
當
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
う
が
、
若
し
呼
繭
恰
達
の
事
と
す
れ
ば
、
，
此
名
は
諸
徳
に
認
め
ら
れ
こ
の
際
何
れ
を
意
味
す
る
か
明
ら
か
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
エ
ト
ド
ノ

　
　
　
　
　
　
　
い
。
然
し
そ
の
中
で
一
つ
の
考
へ
方
は
、
此
嘘
で
は
一
輿
圏
£
郵
）
に
見
え
る
輝
六
三
東
北
、
吉
林
城
東
南
の
呼
蘭

　
　
　
　
　
　
　
瞭
達
、
叉
は
玉
繭
測
憲
手
動
）
圃
鎚
を
指
す
も
の
で
な
い
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
然
し
㈲
の
・
。
巴
§
の
項
に
述
べ
た
如

　
　
　
　
　
　
　
く
薩
龍
河
の
上
源
が
呼
繭
由
に
出
る
と
い
ふ
事
か
ら
し
て
、
吉
林
府
國
の
懸
路
河
の
上
源
の
呼
繭
泊
…
呼
薗
出
街
と

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
方
葡
の
由
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
は
吉
林
城
の
西
南
輝
毒
血
の
酉
北
と
い
ふ
事
に
な
る
〇
二
地
さ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
ど
離
れ
て
も
居
な
い
が
、
金
面
の
關
係
か
ら
し
て
は
何
れ
か
と
い
へ
ば
，
後
者
を
罵
る
べ
き
も
の
の
や
う
に
思
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
に
帥
受
。
⇒
よ
O
前
方
（
南
方
）
…
錆
不
明
で
あ
る
。
先
に
王
天
命
六
年
闘
二
月
の
記
事
の
申
㈲
の
ぎ
ニ
ヲ
の
旗
に
厩
す
ろ
地
の
條

@102　）
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に
て
、
満
洲
實
録
雀
八
に
見
え
る
ご
撃
墜
を
必
膏
（
？
）
と
し
て
取
陽
よ
り
ニ
ロ
程
位
の
地
か
と
想
像
し
た
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
で
は
こ
の
際
當
て
は
ま
ら
な
い
。

　
　
牙
○
○
磧
穿
澄
鐸
の
水
よ
り
後
方
（
北
方
一
）
：
・
墾
　
の
正
白
旗
の
條
で
述
べ
た
遼
孤
山
河
に
挙
る
と
思
・
謎
。

　
　
）
穿
叢
（
酬
§
隔
亀
副
鋤
よ
り
其
方
…
賛
前
者
は
同
匙
舐
岡
（
由
の
尾
根
、
由
背
）
と
噛
し
得
る
地
で
、
輿
圏
に
は
見
え
ぬ
が
、
吉
林
通

　
　
　
　
　
毛
槍
伊
規
の
條
に
，
雅
富
。
在
州
境
。
距
森
城
無
慮
蟄
。
・
記
し
て
讐
あ
縫
警
れ
・
の

　
　
　
　
　
で
な
い
か
と
考
へ
る
。
吉
林
城
酉
南
五
百
鍛
里
と
い
へ
ば
、
前
蓮
の
（
∫
堵
予
震
p
山
も
同
じ
く
吉
林
城
西
南
五
百
里

　
　
　
　
　
と
い
ふ
事
で
あ
る
か
儀
恐
を
そ
の
附
誓
享
轟
と
考
へ
得
・
で
あ
ら
・
。
峯
巳
・
な
輿
墨
鷹
排
）
に
よ

　
　
　
　
　
れ
ば
垂
転
婆
σ
安
缶
由
の
束
方
に
記
さ
れ
る
笙
｝
μ
三
）
募
寓
勒
恰
湛
に
詣
る
と
思
は
れ
る
。
吉
林
通
志
倦
一
伊
通
州
の
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
／

　
　
　
　
　
に
、
七
番
西
山
。
在
州
境
。
距
吉
林
城
西
南
五
百
蝕
里
。
高
五
十
歩
。
規
一
里
。
と
あ
る
寓
勒
恰
山
は
前
記
の
雅
奇

　
　
　
　
　
由
と
相
近
い
由
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
若
し
之
が
富
勒
恰
河
の
獲
源
地
と
営
ひ
得
る
な
ら
ば
、
此
に
所
謂
貯
ヲ
①
は
こ

　
　
　
　
　
．
の
山
と
河
の
地
方
冷
指
す
も
の
で
あ
っ
て
、
遼
孤
由
河
の
北
方
に
在
る
事
と
な
り
好
都
合
の
や
う
に
も
思
は
れ
る
。

　
　
毒
よ
り
砦
－
1
1
輿
興
癖
）
に
よ
る
量
器
の
北
方
に
・
奮
葺
雛
河
が
あ
る
が
、
き
生
る
も
の
と
考
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

　
以
上
綜
合
し
て
み
る
に
、
簸
白
旗
地
は
遼
狐
山
河
よ
の
北
は
平
担
恰
河
叉
は
冨
勒
恰
慮
に
及
び
、
束
は
薩
倫
海
の
上
源
の
呼
薗
由

よ
り
輝
嚢
城
北
方
の
徳
佛
廻
方
而
に
亙
っ
た
地
卵
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
、
大
艦
輝
養
鰻
の
西
方
に
在
っ
た
地
域
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら

う
T
o
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清
初
等
地
に
閲
…
す
ろ
溝
丈
老
嬬
の
記
事
（
下
）

錐
二
十
三
巻
第
ご
號
　
　
三
一
一



　
　
　
　
清
初
旗
地
に
關
踊
る
浦
文
毫
彌
の
認
写
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
第
二
號
　
　
三
一
二

　
以
上
織
る
如
く
天
命
入
年
六
月
十
八
溝
の
條
に
見
え
る
新
し
い
入
旗
の
旗
地
は
、
略
々
蕾
呼
倫
四
部
の
地
よ
り
修
佳

江
上
流
に
亙
っ
た
地
域
と
考
へ
得
る
。
ム
⊥
度
そ
の
地
塵
を
約
言
す
れ
ば
、

　
鑑
黄
旗
－
葉
赫
を
中
心
と
し
て
そ
の
東
方
、
恰
達
を
含
む
地
方
。

　
正
黄
旗
…
底
心
葦
北
伊
蘭
穆
恰
連
山
よ
り
西
北
薩
倫
河
に
及
び
、
更
に
北
方
に
継
長
く
亙
っ
た
地
方
。

　
正
紅
旗
i
吉
林
城
を
中
心
と
し
て
、
正
黄
旗
の
東
北
に
在
る
一
地
域
。

　
鑛
紅
旗
一
は
る
か
南
方
に
は
な
れ
て
、
修
佳
江
上
流
の
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
。

　
鑛
藍
旗
一
正
黄
旗
の
西
よ
り
酉
南
方
に
亙
っ
た
地
方
で
も
叉
鍍
黄
旗
の
東
方
に
存
し
た
地
域
。

　
正
藍
旗
i
蒲
扇
旗
の
東
南
、
鑛
社
旗
の
西
南
に
介
在
し
て
、
最
も
邊
踏
に
接
近
し
て
居
っ
た
地
域
。

　
正
白
旗
一
舞
狡
の
西
よ
り
西
南
方
面
、
英
額
亜
門
の
東
南
方
面
に
亙
り
、
南
方
は
鑛
紅
旗
に
接
し
た
地
域
。

　
鍍
白
旗
一
輝
狡
の
牝
方
か
ら
等
方
に
か
け
て
存
し
、
北
に
於
て
正
黄
鍍
藍
工
旗
と
、
西
南
に
於
て
正
白
旗
と
接
し
た

　
　
地
域
。

と
い
ふ
事
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
の
稲
叢
的
位
置
は
大
約
、
前
論
錨
地
が
北
方
西
端
に
在
う
、
そ
の
東
に
細
長
く
鍍

藍
旗
地
、
東
南
に
正
驚
皿
懸
盤
が
あ
り
、
錘
藍
蝋
地
の
東
に
細
長
く
燃
口
擁
護
地
、
そ
の
正
藩
（
旗
地
の
東
方
に
厩
紅
旗
…
地
が
あ

り
、
正
議
∵
鍍
藍
島
旗
地
の
東
南
に
鍍
白
旗
地
、
鑛
白
旗
地
の
蔵
よ
り
西
南
に
距
白
旗
地
が
あ
り
、
最
南
端
に
鑛
紅
旗

地
が
位
置
し
た
と
い
ふ
わ
け
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
天
命
十
年
六
月
に
至
っ
て
八
旗
の
旗
地
は
奮
の
蔭
地
の
外
に
新
に

（104）



分
輿
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
之
は
言
は
ば
奮
旗
地
の
外
廓
に
向
っ
て
籏
張
さ
れ
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
多
年
清
太
颪
と
抗

争
の
相
手
で
あ
り
、
　
一
時
太
観
を
橋
ま
し
た
呼
倫
四
部
の
地
を
全
く
そ
の
領
域
内
に
辛
め
、
更
に
南
方
修
佳
江
方
面
迄

領
域
を
嬢
卑
し
た
事
を
意
味
す
る
。
風
物
の
完
全
な
る
領
域
は
此
に
至
っ
て
初
め
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
て
非
常
な
狡

展
を
途
げ
鑛
大
し
た
も
の
と
言
ひ
得
る
。
然
し
な
が
ら
、
太
腿
が
呼
倫
の
四
部
を
討
滅
し
た
の
は
、
最
後
に
天
命
年
間

亡
ん
だ
葉
赫
を
除
い
て
何
れ
も
天
命
建
元
以
前
は
る
か
遠
い
時
代
の
事
で
あ
る
。
從
っ
て
清
朝
と
し
て
の
勢
力
は
夙
に

こ
の
方
面
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
て
、
今
俄
か
に
こ
の
年
に
至
っ
て
及
ん
だ
の
で
は
な
い
。
而
し
て
太
讃
が
旗
地
を
何
時

創
設
し
た
か
は
先
に
選
る
如
く
㎎
ら
か
で
な
い
に
せ
よ
、
早
耳
老
樒
に
よ
れ
ば
少
く
と
も
天
命
七
年
四
月
に
於
て
、
開

原
鐵
嶺
以
南
の
遼
東
の
地
方
に
旗
地
を
塗
輿
し
て
か
ら
僅
か
一
年
徐
に
し
て
、
俄
か
に
こ
の
外
廓
の
地
方
に
臨
地
を
分

心
し
た
と
い
ふ
事
は
、
何
か
彼
を
し
て
さ
う
せ
し
め
た
重
大
な
事
由
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
無
論

内
面
的
な
理
由
と
し
て
、
旗
人
の
塘
加
と
い
ふ
事
を
翠
げ
得
る
。
投
降
者
も
塘
加
し
て
來
た
、
又
入
口
も
自
然
的
壇
加

を
見
た
で
あ
ら
う
。
故
に
蕪
の
塵
地
の
み
で
は
狡
小
と
な
り
、
新
に
地
を
鑛
罪
す
る
爲
に
夫
々
新
し
い
旗
影
を
與
へ
て

そ
の
生
計
を
安
易
な
ら
し
め
よ
う
と
策
し
た
と
解
し
得
る
。
先
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
入
旗
々
民
を
墨
家
存
立
の
中
心

要
素
と
し
た
清
潔
と
し
て
、
旗
民
の
生
計
の
安
易
を
叢
る
事
は
當
然
の
措
債
で
あ
り
叉
最
も
重
大
な
關
心
事
で
あ
っ
た

か
ら
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
新
隔
地
の
設
定
を
蒐
る
に
至
っ
た
と
解
す
る
の
は
、
甚
だ
要
當
な
見
解
と
考
へ
る
。
然
し

開
原
以
南
、
族
細
口
邊
に
迄
至
る
地
域
に
於
て
、
八
旗
六
萬
（
奴
僕
の
数
、
或
は
旗
に
編
入
さ
れ
諏
漢
人
鮮
人
の
数
が

　
　
　
　
清
初
端
、
地
に
製
す
る
縄
文
毫
雛
の
認
纂
（
曽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
一
三

（　IC｝5　）



　
　
　
　
清
覇
旗
、
地
に
間
す
る
湖
文
老
嬬
の
記
事
ハ
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
一
凶

幾
何
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
故
、
暫
ら
く
除
外
し
て
、
所
講
旗
兵
の
み
計
算
す
れ
ば
原
則
と
し
て
六
萬
と
い
ふ
事
に
な

る
）
の
民
を
養
ふ
に
不
充
分
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
又
た
と
へ
投
降
者
が
増
加
し
、
旗
、
民
が
急
に
毒
炎
し
旋
に
せ
よ
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
だ
け
の
地
域
で
俄
か
に
狡
小
に
な
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
無
論
場
所
に
よ
っ
て
は
か
、
る
事
も
あ
っ
た
ら
ラ
、

不
毛
の
地
と
い
ふ
や
う
な
事
も
あ
っ
た
ら
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
の
理
山
で
他
に
帯
地
を
與
へ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
は
か
＼
る
内
面
的
出
山
を
全
然
没
却
す
る
の
で
な
い
が
、
そ
れ
以
上
の
事
由
と
し
て

甥
外
的
關
係
即
ち
陽
・
蒙
古
・
朝
鮮
に
甥
す
る
關
係
か
ら
し
て
、
か
、
る
新
設
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
よ
っ
て
以
て
既
に

征
服
さ
れ
た
所
の
正
室
肉
置
四
部
そ
の
他
の
地
方
を
完
全
に
掌
握
支
配
せ
ん
事
を
企
議
し
た
の
で
な
い
か
と
考
へ
る
の

で
あ
・
⇔
。
之
寄
し
て
余
の
寡
聞
の
致
す
所
別
に
説
蓬
べ
た
も
の
？
、
軍
な
る
臆
説
に
喜
滋
あ
・
て
し
一
の
醐

る
か
も
知
れ
澱
が
、
余
は
か
く
解
す
る
の
が
安
寄
で
な
い
か
と
信
ず
る
の
で
、
以
下
凝
議
の
露
地
設
定
を
覇
外
的
關
係

方
面
よ
り
槻
察
し
、
之
に
就
い
て
些
さ
か
私
見
を
述
べ
る
事
に
す
る
。

　
天
命
四
年
三
月
寄
蔵
爾
濫
の
一
戦
に
明
軍
を
破
っ
た
清
の
太
慨
は
、
同
六
年
三
月
遼
陽
を
取
り
、
次
い
で
藩
陽
を
奪

ふ
に
至
っ
て
、
俄
然
そ
の
勢
力
を
遼
東
に
墨
田
し
で
摩
た
。
此
に
至
っ
て
は
明
も
安
閑
た
り
得
す
、
六
年
中
頃
よ
り
熊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

廷
弼
等
を
趨
思
し
て
之
が
謝
策
を
講
ず
る
事
と
な
っ
た
。
贋
寧
中
心
の
防
備
策
が
と
な
へ
ら
れ
、
山
海
…
關
中
心
に
守
備

を
墜
く
し
て
樹
時
に
陸
海
軍
を
整
備
す
べ
し
と
の
談
も
提
唱
さ
れ
た
。
か
く
て
案
文
龍
の
鎭
江
攻
撃
、
登
州
・
莱
州
よ



う
の
明
海
軍
の
…
進
出
の
事
等
が
次
々
に
行
は
れ
た
の
は
、
攻
勢
’
方
面
の
片
鱗
に
外
な
ら
な
い
。
か
く
な
れ
ば
太
灘
も
そ

の
謝
策
と
し
て
岡
年
九
月
よ
り
東
京
城
の
構
築
に
着
手
し
、
以
て
逡
西
経
略
の
基
黙
を
作
り
、
遼
東
を
確
保
せ
ん
と
す

る
の
態
度
に
出
た
の
は
蓋
然
の
措
概
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
太
㍊
が
遼
西
経
賂
を
決
行
し
た
始
り
は
、
天
命
七
年
正
月

十
八
日
の
事
で
、
こ
の
時
論
寧
を
屠
っ
た
爲
に
、
明
は
営
々
由
海
關
の
防
備
、
登
莱
水
師
の
充
實
に
狂
奔
す
る
に
至
っ

た
。
よ
っ
て
太
祓
は
暫
く
の
間
、
概
算
を
中
心
に
明
べ
の
祝
融
に
腐
心
し
元
が
、
今
や
明
が
由
海
閥
め
防
備
を
中
心
に
、

水
軍
や
蒙
古
或
は
朝
鰐
を
利
用
し
て
三
方
よ
り
赤
軍
を
攻
め
ん
と
す
る
に
當
っ
て
は
、
一
先
づ
廣
寧
の
地
を
去
っ
て
そ

の
居
城
に
館
り
、
國
都
の
守
を
…
巌
に
し
て
後
顧
の
憂
を
絶
ち
、
磁
器
に
征
明
を
策
す
る
の
が
肝
要
で
あ
っ
た
ゆ
此
に
於

て
七
年
二
月
十
七
日
太
耐
は
遼
陽
城
に
叢
り
、
次
で
四
月
四
日
未
だ
築
城
完
了
せ
ざ
る
東
京
城
に
移
り
、
愈
々
此
庭
を

経
略
策
源
地
と
し
て
明
へ
の
胃
鏡
を
謀
る
事
と
し
淀
の
で
あ
る
。
か
、
る
情
勢
に
立
ち
到
っ
て
行
は
れ
た
の
が
、
内
に

於
け
る
樹
策
と
し
て
の
同
年
四
月
十
八
目
の
旗
地
設
定
の
事
で
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
。
そ
れ
迄
湿
地
が
定
め
ら
れ
て

居
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
よ
し
ん
ば
定
め
ら
れ
た
に
し
て
も
留
め
て
小
寝
言
で
、
明
に
蜀
す
る
政
策
の
難
行
の

上
よ
り
し
て
は
、
所
謂
後
顧
の
憂
を
絶
つ
べ
く
直
り
に
不
充
分
で
あ
っ
た
の
で
、
遼
東
の
完
全
制
覇
の
爲
、
叉
明
に
封

ず
る
絶
樹
安
全
防
備
強
化
の
上
か
ら
し
て
、
此
に
そ
の
所
鎮
の
地
を
新
に
分
割
し
て
、
各
々
そ
の
地
に
就
か
し
め
、
以

て
後
顧
の
憂
な
か
ら
し
め
、
更
に
進
言
の
素
地
を
作
っ
た
も
の
と
考
へ
る
事
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
か
。
乃
ち
藍
旗
が

南
方
に
麗
か
れ
た
の
は
、
全
く
御
文
龍
や
幌
鮮
の
來
侵
に
備
へ
る
爲
で
、
之
は
明
の
王
卿
晋
が
專
ら
毛
文
龍
等
を
使
倣

　
　
　
　
清
初
旗
地
に
干
す
ろ
滞
文
老
繍
の
罷
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
節
二
號
　
　
三
一
五

（107）



　
　
　
　
清
鑑
旗
地
に
關
す
ろ
灘
文
士
捕
の
記
4
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
第
二
號
　
　
三
一
六

し
て
南
方
よ
り
遼
東
に
突
入
せ
し
め
ん
と
謀
っ
た
事
を
み
て
議
、
り
得
る
で
あ
ら
う
。
黄
旗
や
紅
旗
は
専
ら
蒙
古
に
當
る

爲
の
も
の
で
あ
る
。
之
も
王
在
晋
が
蒙
古
の
反
清
潔
を
懐
柔
し
宿
敵
林
丹
汗
を
利
用
し
て
、
北
よ
り
又
盗
心
方
面
よ
り

進
撃
せ
し
め
ん
と
し
た
事
に
よ
っ
て
充
分
首
肯
出
摩
る
。
そ
の
林
丹
汗
と
明
と
は
天
命
七
年
（
天
啓
二
年
V
入
月
に
攻
守

同
盟
を
結
び
、
又
同
時
に
朶
顔
・
恰
劇
愼
等
の
諸
虜
も
明
に
懐
柔
さ
れ
た
。
白
旗
が
課
試
に
在
る
の
は
南
北
の
連
絡
の

爲
と
、
遼
薄
に
備
へ
る
意
味
が
多
分
に
あ
っ
た
と
見
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
誰
時
に
於
け
る
明
の
清
へ
の
封
策
は

一
時
的
に
数
数
あ
り
、
殊
に
同
年
八
月
王
覇
晋
が
南
京
に
縛
罰
し
た
後
、
孫
承
宗
・
福
野
換
等
の
積
極
論
者
が
優
勢
と

な
っ
て
そ
の
積
極
策
が
用
ひ
ら
れ
て
か
ら
、
太
租
も
一
時
は
そ
れ
に
封
癒
す
る
に
專
ら
に
し
て
、
積
極
的
征
明
の
爆
に

寓
る
事
が
出
差
な
か
っ
た
位
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
に
先
立
っ
て
太
耐
と
し
て
國
土
樽
講
の
上
よ
り
、
叉
兵
力
整
備
の

黙
か
ら
し
て
、
新
に
入
墨
々
地
を
定
め
た
と
い
ふ
事
は
、
蓋
し
最
も
當
を
得
た
方
策
で
あ
っ
た
と
考
へ
る
○
以
上
が
天

命
七
年
四
月
旗
地
を
設
定
す
る
に
至
っ
た
麗
ぬ
の
一
で
な
い
か
と
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
、
太
紺
在
警
守
邊
警
防
原
有
定

界
」
と
い
ふ
句
は
託
．
に
も
充
分
あ
て
は
ま
る
事
と
患
ふ
。
既
に
天
命
七
年
四
月
に
嘗
て
右
の
如
く
で
み
っ
た
と
す
れ
ば
、

其
後
明
そ
の
他
と
の
蘭
係
が
更
に
緊
追
し
た
天
命
八
年
六
月
に
至
っ
て
、
新
に
旗
地
が
外
廓
に
設
け
ら
れ
た
事
も
霞
ら

之
に
閥
係
あ
り
淵
源
す
る
と
み
て
何
等
怠
る
研
　
が
な
い
。
乃
ち
そ
の
後
に
於
て
も
環
將
魚
文
龍
や
暢
鮮
兵
の
活
躍
あ
り
、

蒙
古
の
親
明
は
愈
々
濃
厚
に
、
常
に
衛
よ
り
北
よ
り
太
醗
を
牽
制
し
た
。
殊
に
解
文
瀧
は
総
鮮
と
結
ん
で
遼
東
の
南
境

東
境
の
み
な
ら
す
、
天
命
九
年
五
月
の
説
き
は
遠
く
輝
狡
の
地
に
迄
入
る
と
い
ふ
有
襟
で
あ
っ
た
か
ら
、
太
綴
も
容
易

⑱σ



に
明
を
攻
め
る
事
が
出
撃
な
い
の
み
な
ら
す
、
國
土
を
防
守
す
る
の
必
要
を
痛
摩
し
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
か
、
る
次

纂
で
あ
る
か
ら
從
來
の
旗
地
一
1
完
全
な
る
鎮
域
牒
以
外
の
短
軸
四
部
の
稽
地
を
亦
完
全
に
支
配
す
る
が
爲
に
、
此
に
入

年
六
月
に
見
ら
れ
る
如
き
旗
地
の
分
與
を
新
に
な
し
た
の
で
な
か
ら
う
か
。
そ
の
婚
前
に
兵
を
動
か
し
て
居
る
の
も
、

恐
ら
く
之
と
閥
係
あ
る
事
で
あ
ら
う
。
故
に
そ
の
新
旗
地
が
童
と
し
て
從
前
の
旗
地
の
外
廓
た
る
呼
倫
四
部
の
僖
地
に

在
り
、
更
に
修
佳
江
の
棟
郷
部
の
畑
地
に
及
ん
で
居
る
の
は
、
か
く
の
如
き
考
の
下
に
國
内
の
勢
力
配
置
を
考
慮
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断
じ
た
い
。
事
實
に
於
て
平
綴
は
七
年
二
月
置
陽
城
に
鑑
還
し
て
以
後
、
十
一
年
正
月
十
四

目
寧
遠
攻
略
に
向
ふ
海
満
四
年
の
問
は
、
慮
ら
蓮
ん
で
明
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
事
な
か
っ
た
の
は
、
彼
に
も
似
合
は

す
專
ら
溝
極
的
に
國
を
防
守
す
る
事
に
没
頭
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
爲
で
あ
り
、
叉
天
命
入
琵
⊥
ハ
月
に
於
て
も
黄
河
以

西
に
出
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
、
東
方
北
邊
の
外
廓
の
地
域
に
車
地
を
蟹
め
、
以
そ
こ
の
方
面
よ
り
し
て
國
土

を
固
め
た
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
概
し
て
か
く
の
如
く
極
地
の
分
配
が
内
に
な
さ
れ
、
叉
外
に
臥
溝
極
的
な
が
ら

蒙
古
や
朝
鮮
に
野
し
て
懐
柔
策
が
質
せ
ら
れ
て
、
安
野
の
確
心
を
得
る
や
、
途
に
十
年
三
月
藩
陽
に
遷
都
し
、
此
に
意

を
決
し
て
十
一
年
正
月
遼
西
へ
の
再
度
の
進
出
を
企
て
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
謬
る
如
く
天
命
七
年
・
入
営
の
旗
…
地
設
定
は
、
、
一
に
は
内
面
的
た
事
山
と
し
て
、
内
に
漏
る
旗
人
の
生
計
の
保
讃
、

安
住
の
地
を
見
出
さ
し
む
る
に
在
る
事
を
翠
げ
得
る
が
、
又
一
に
は
是
に
よ
り
明
・
蒙
古
・
輔
鮮
三
勢
力
に
嚇
す
る
防

備
の
基
地
を
定
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
墨
げ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
當
時
の
形
勢
か
ら
し
て
後
者
に
柵
當

　
　
　
　
清
弔
旗
、
地
に
關
す
る
浦
丈
老
繍
の
詑
事
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
三
雀
　
錦
二
號
　
　
三
一
七
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清
初
旗
地
に
閲
幽
す
ゐ
濃
…
文
華
澱
の
記
憲
ハ
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
＝
烹
⊥
二
巻
　
第
二
號
　
　
　
三
」
八

重
き
を
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る
事
を
注
意
し
た
い
。
然
る
時
、
太
胤
の
東
京
城
遷
移
、
藩
陽
城
塁
居
も
自
ら
之
に
關
聯

し
て
考
慮
さ
る
べ
く
、
溝
朝
の
勢
力
の
地
的
基
礎
は
こ
れ
に
よ
っ
て
確
立
し
淀
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
以
上
、
此
旧

地
の
設
定
は
、
内
外
爾
方
面
の
形
勢
の
推
移
、
當
時
に
於
け
る
政
治
的
情
勢
の
墾
遷
に
非
常
な
る
關
係
あ
る
事
を
察
知

す
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　
以
上
満
文
老
実
太
醗
紀
に
見
え
る
記
事
に
よ
り
、
清
子
太
菰
時
代
の
旗
章
に
零
し
て
記
粗
し
元
。
こ
れ
が
次
の
太
宗

時
代
に
湿
て
如
何
に
な
る
か
、
前
號
所
載
の
拙
稿
（
上
）
第
三
頁
に
引
用
し
た
所
の
鐵
嶺
・
安
李
・
石
城
惚
、
の
他
に
移
駐

し
た
記
事
と
の
墨
型
如
何
等
も
、
併
せ
述
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
唯
老
樒
太
組
紀
に
よ
り
太
組
時
代
の
旗
地
に
關
し

て
述
る
に
止
め
他
は
後
獄
改
め
て
述
る
事
に
し
た
い
。

譲
記

　
　
①
宝
輩
由
蛾
ほ
烏
醐
の
騰
城
で
あ
り
、
之
を
太
麗
の
軍
が
攻
略
し
六
の
に
、
戊
山
・
の
年
即
ち
筆
遣
三
十
六
年
の
事
で
あ
、
る
。
太
羅
墨
壷
帝
實
録
に
ほ
、

　
　
　
書
軸
年
三
丹
。
太
麗
令
子
阿
児
土
製
士
門
及
姪
阿
敏
台
吉
領
兵
五
千
。
往
兀
粥
絶
壁
異
懇
山
城
。
難
壁
。
殺
千
鹸
人
。
獲
甲
三
百
副
。
叢
牧
人
畜
而

　
　
　
剛
。
と
記
し
、
正
文
蜜
錐
で
も
伺
様
の
詑
載
た
な
し
、
安
登
由
を
覚
帳
山
…
ぎ
；
影
（
牛
山
の
義
）
と
記
し
て
居
る
。
天
命
建
元
前
よ
り
鍛
年
葡
の
事

　
　
　
で
あ
り
、
そ
の
以
葡
よ
り
築
城
さ
れ
て
居
常
筈
で
あ
る
以
上
、
鳥
嘲
疲
ぱ
浮
、
れ
よ
弓
稗
、
鴨
方
の
吉
林
城
附
近
で
、
古
聖
の
∴
と
み
て
も
差
障
り
ほ
な

　
　
　
い
と
思
ふ
。

　
　
②
阿
一
布
…
逢
哩
罎
の
帰
一
ヤ
ほ
、
流
柵
朝
の
廊
見
録
一
ぐ
、
抹
廉
嘔
熈
勝
本
太
擁
．
脚
試
錐
と
算
盤
羅
虚
栄
の
薩
爾
…
懲
役
の
｛
除
に
u
ん
え
て
居
q
、
武
撫
諾
帝
　
實
r
錐
一
階
ほ
阿
∵
弗
警
鞭
…
山
　

　
　
　
と
記
す
。
朝
鮮
鯉
の
翻
簸
、
例
へ
ば
青
黛
奥
の
柵
申
込
錐
で
臣
、
之
に
常
る
地
名
葎
富
里
と
言
っ
て
居
る
が
潮
解
老
棉
で
も
阿
じ
く
h
二
3
と
記
t
、

　
　
　
二
者
一
致
す
る
。
劉
誕
の
軍
ほ
三
1
3
二
臼
瓦
原
喀
興
部
ち
深
河
に
着
き
、
四
旺
に
塗
布
里
勝
醐
即
ち
富
享
に
思
い
れ
の
で
λ
6
2
る
か
ら
、
陶
窟
達
哩
岡

（1王。ノ



③④＠＠
が
北
に
在
る
べ
き
で
あ
ろ
が
、
輿
圃
に
よ
れ
ば
、
阿
布
漉
哩
岡
が
南
に
、
筑
療
粟
国
河
が
北
に
在
る
や
う
に
な
っ
て
居
る
の
巨
、
何
か
誤
謬
に
基
く

も
の
で
あ
ら
う
か
。

窪
Φ
豚
戸
§
ぱ
滞
洲
語
の
意
昧
で
ほ
悪
い
日
、
太
陽
の
義
で
あ
ろ
。
正
し
く
こ
の
意
味
に
彫
る
漢
字
の
地
名
ほ
な
い
が
、
或
は
擾
陽
塾
を
意
諜
し
て
〉

鰻
な
。
冨
陽
を
ぎ
回
と
心
し
六
と
も
考
へ
ら
れ
ぬ
穿
も
な
い
。
侃
し
輿
圃
に
ほ
鉱
党
§
σ
Q
薯
と
音
参
し
て
屠
る
。

吉
林
通
志
巻
二
十
二
、
水
道
管
，
伊
豊
門
河
の
條
に
、
そ
の
支
流
と
し
て
蘇
斡
延
河
を
記
し
、
そ
の
註
に
之
が
蘇
兜
な
ろ
事
、
叉
醐
煙
、
讐
陽
と
も

詫
さ
れ
る
事
、
斡
を
誤
っ
て
幹
と
説
す
事
事
を
述
べ
て
屠
ろ
の
ぽ
、
正
鵠
奄
得
れ
も
の
で
あ
ら
う
。
然
る
噂
、
吉
林
麻
圃
の
伊
勒
門
河
の
酋
に
讐
陽

河
た
記
し
、
そ
の
中
流
域
に
蘇
瓦
延
急
な
詑
入
し
て
居
ろ
の
ほ
、
又
こ
の
興
圃
の
。
。
一
三
、
超
§
σ
冨
と
。
・
萎
、
麸
書
篭
舞
§
と
に
正
し
く
｝
致
す
る

も
の
と
考
へ
る
。

本
稿
（
上
）
第
三
頁
所
引
の
記
事
湊
照
Q

こ
の
項
以
下
に
亀
見
・
え
る
明
の
龍
個
諏
朝
へ
の
断
策
ほ
、
明
瀬
棚
熱
勘
、
歪
灘
浜
察
聯
貝
錐
、
蹟
刀
史
遡
傳
そ
の
傭
剛
關
…
細
螺
料
た
総
括
大
約
し
六
も
の
で
」
の
っ
て
、
A
コ

一
々
識
記
す
る
纂
た
略
し
た
。
（
昭
和
十
三
年
二
月
ナ
H
稿
）
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清
初
日
、
地
に
醐
す
．
る
露
文
老
頭
の
記
事
爪
下
〉

第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
　
九


